
（平成２７年度）千葉県郡市トレセン少年サッカー選手権　６年生大会
Ⅱ 大会２日目　予選２次リーグ 平成29年2月5日（日）　　　　　　予備日　2月11日（土）

君津トレセン 中央区トレセン 美浜区トレセン

君津トレセン ***** 1 ● 3 0 ● 3 0 1 6 -5 3

中央区トレセン 3 ○ 1 ***** 1 △ 1 4 4 2 2 2

美浜区トレセン 3 ○ 0 1 △ 1 ***** 4 4 1 3 1
試合開始時間 ①　９：３０～ ②１０：３０～ ③１１：３０～

④１２：３０～ ⑤１３：３０～ ⑥１４：３０～

市川トレセンA 柏トレセン 花見川トレセン

市川トレセンA ***** 1 △ 1 3 ○ 0 4 4 1 3 2

柏トレセン 1 △ 1 ***** 5 ○ 0 4 6 1 5 1

花見川トレセン 0 ● 3 0 ● 5 ***** 0 0 8 -8 3

松戸トレセン 市原トレセン 八千代トレセン

松戸トレセン ***** 5 ○ 0 2 △ 2 4 7 2 5 1

市原トレセン 0 ● 5 ***** 4 ○ 1 3 4 6 -2 2

八千代トレセン 2 △ 2 1 ● 4 ***** 1 3 6 -3 3
試合開始時間 ①　９：３０～ ②１０：３０～ ③１１：３０～

④１２：３０～ ⑤１３：３０～ ⑥１４：３０～

白井トレセン 若葉区トレセン

白井トレセン ***** 1 ● 2 3 ● 5 0 4 7 -3 3

2 ○ 1 ***** 3 ○ 0 6 5 1 4 1

若葉区トレセン 5 ○ 3 0 ● 3 ***** 3 5 6 -1 2

Ⅲ 大会３日目　決勝トーナメント
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平成 28 年度 千葉県郡市トレセン少年サッカー選手権 6 年生大会 決勝 
日時 2017 年 2 月 12 日（日曜日）  試合会場 千葉市 フクダ電子アリ－ナ 

気象状況 天候：晴れ 気温 14℃  湿度 20％未満 ピッチ状況 天然芝  

美浜区トレセン    0 － 4    船橋トレセン ブルー 

 

【準決勝】松戸トレセンに 7－2 で勝利し、勢いにのる「美浜区トレセン」。柏トレセンに 

0－0 からＰＫ戦での勝利で勝ち上がった「船橋トレセン」 

決勝戦は、最高のピッチコンディションの中「フクダ電子アリーナ」で、美浜区トレセ

ンのキックオフで試合開始。 

■前半戦 

【開始 7 分】までは、ショートパスを丁寧につなぎ組み立てる「美浜区」に対して、コン

パクトな守備ブロックを作り、左サイド（44 番）吉岡英悟選手の積極的なドリブル突破か

らチャンスを作る「船橋」。 一進一退の攻防が続く。 

【8 分】 「船橋」がフリーキックからゴール。（57 番）伊庭那由他選手の直接フリーキ

ックは、ゴール中央左から、大きく弧を描きファーサイドへ。素晴らしいフリーキックで

（先制点）をあげる。 

【19 分】【20 分】 「美浜区」も右サイドから崩し、チャンスを作るが、「船橋」守備陣

も体を張ってゴールを割らせない。「船橋」が 1－0 とリードで後半戦へ。 

■後半戦 

「船橋」は、（9 番）桑原晃大選手を起点に、（10 番）大塚勇斗選手が絡む右サイドからの

攻撃でチャンスを作る。 

対する「美浜区」は、（13 番）木村颯真選手にボールを集め、左サイドの（10 番）高橋

大空選手がドリブルで仕掛ける。 

【8 分】「船橋」ゴール前混戦から（10 番）大塚勇斗選手のゴールで（2 点目） 

「船橋」の攻勢が続く、（29 番）大我祥平選手がスピードを生かし、何度も左サイドを突

破する。「船橋」が左右ワイドに、幅を使った攻撃で崩すが、「美浜区」もセンターバック

を中心に体を張った守備で、追加点を与えずカウンターからの逆襲を狙う。 

【20 分】 「船橋」（9 番）桑原晃大選手が抜け出し、キーパーの位置をよく見て、テク

ニカルなループシュートでゴール（3 点目） 

【24 分】 「船橋」素晴らしいパスワークからゴール。（9 番）桑原晃大選手～（16 番）

須藤勝秀選手とつないだボールを、（10 番）大塚勇斗選手が流し込み（4 点目） 

 技術的には、センターバックを中心とした、守備の「個人戦術」「チーム戦術」が両チー

ムとも徹底されていた。この素晴らしい環境でプレーした両チームの選手達の、今後の更

なる成長を期待します。また、スタンド応援の観客の皆様も、選手・対戦チームをリスペ

クトした素晴らしい雰囲気でした。 

                      （千葉県第 2 ブロック技術部 宮川和也） 
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